
環境上下水道課

　令和２年度のごみの量は、令和元年度と比較すると73トン減少しています。
　今後も、ごみの減量を図るために、ごみの分別と削減にご協力をお願いします。

①ごみ収集処理量

②ごみ処理等決算

　※家庭と事業所から分別し出されたごみの収集量、および直接施設等に持ち込まれたごみの量

令和2年度のごみ量と処分費

　令和２年度に家庭や事業所から収集されたごみの量は、可燃ごみ5,543ﾄﾝ、資源ごみ1,438ﾄﾝ、
不燃ごみ555ﾄﾝで、市民一人当たりの年間ごみ量は約290kgです。

　ごみ処理にかかった費用は3億9,274万円で、市民一人当たり約15,129円かかったことになります。
　ごみ袋販売やリサイクルにかかる手数料などの収入は5,769万円です。
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